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川上　一郎

デジタルシネマNow !

WGAストライキの詳細

　8 月 11 日 に 米 国映画制作者協会
（AMPTP：Alliance of Motion Picture 
and Television Producers  https：//
amptp.org）が脚本家組合の賃上げ要求に
対する回答を発表した。

　最初の項目であるMinimumsは脚本家
としての最低賃金を規定する項目であり、
3年契約でのシリーズ作品を執筆する場合
の1年目・2年目・3年目の最低賃金の引
き上げをWGAが要求する6%・5％・5％
に対して、5月1日の第1次回答の4％・
3％・2％を上回る5％・4％・3.5％に引
き上げる回答であり、この条件で妥結すれ
ばWGAは3年間で13％の賃上げを得ら
れることになる。
　この15％の賃上げが実現すれば、最大
9週間の保証の場合、週あたり＄9,888
から＄11,371への増額となり、10から
19週間の保証の場合に週あたり$8,240
か ら $9,476 へ、20 か ら 29 週 間 の
保証の場合には週あたり $7,412 から
$8,524に最低賃金が引き上げられること
になる。
　米国では週給ベースの支払いとなるため ,
雇用が継続している場合には2週間毎に週
給が振り込まれることになる。そして、雇
用打ち切りの場合には、給与が振り込まれ
た翌週の週明けに”You are　Fired!!“の
FAXもしくはメールが届くのがお決まりの
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パターンである。

　2番目の項目 Features は作品のスト
リーミング配信に関わる要求項目であり、
ストリーミング作品があげた利益に対する
分配金の引き上げ要求である。
　2007年のストライキでは当時全盛期で
あったDVD売上に対する再分配比率の交
渉が一番難航しており、交渉の結果として
制作予算別に詳細な脚本作家に対する利益
剰余金（制作側は配給経費や広告宣伝費な
どの経費を自由にコントロールしているの
で、この数字はどんぶり勘定ではあるが）
からの分配比率について合意している。
　現在では、コンテンツビジネスの稼ぎ頭
がネットフリックスなどに代表されるネッ
ト配信に移行しているが、問題となってい
るのはDVDの場合には各国ごとに売上枚
数が公表され、WGA側も国毎の作品の2
次利用で得られる利益額を推定しやすい背
景があった。
　現在のネット配信事業者は、作品毎の視
聴回数や売上金額は一切公表しないために、
WGA側は、本来得られるはずであった2
次利用に相当するネット配信での利益剰余
金からの再分配について合意形成の交渉を
強く要求している。

要求項目中の HBSVOD（High Budget 
Subscription Video On Demand：高予

算サブスクリプションビデオオンデマンド）
については、対象となる作品の制作金額下
限と最終的な利益の剰余金の下限、そして
分配率について交渉が続いている。
GURANTEED 2ndSTEPの要求は、最低
脚本料の250%未満の脚本を執筆した場
合には第2の執筆機会保証を要求している。
AMPTPは当然のことながらこれを拒絶し
て、新人脚本家の執筆機会確保は別の問題
として関係者が議論するように提案してい
る。
WEEKLY PAYは、契約執筆料の50%を
執筆開始時に支払い、残りは契約期間中の
週給に分配して支払うことを要求している。
AMPTPは当然のことながらこれを拒絶し
ている。
Appendix A：　付則A　ではネット配信
作品に関する細部の議論が行われており、
配給元の利益剰余金への規定が議論されて
いる・

　Episodic Television, Streaming, 
Vewership-based Streaming Residuals
等などの補足事項についても様々な要求を
行っているが、暫定合意に至っているなか
で主な項目は最低賃金増額分の0.5％を年
金または医療基金に流用するWGAのオプ
ションである。　

　なお、WGA関連文書に記載されてい
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表1　2023年5月1日時点でのWGA要求とAMPTP回答の詳細

表1　2023年5月1日時点でのW G A要求とA M P T P回答の詳細

表2 WGA賃上げ要求が売上に占める割合

引⽤元: Screen Daily 25/August/2023 Jeremy Kay,”WGA responds to AMPTP counter-offer:”neither nothing, nor nearly enough”

表2 WGA賃上げ要求が売上に占める割合
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るMBA（基本合意覚書： Memorandum 
of Agreement for the 2020 WGA 
Theatrical and Television Basic 
Agreement  wga.org/2020_mba_moa  
Jul 13,2020）は、前回の議論で合意した
基本合意書の意味である。

図 1は、WGAのストライキに連携した
SAG-AFTRA（Screen Actors Guild-
American Federation of Television and 
Radio Artists　映画・テレビ・ラジオに出
演する俳優・声優・ナレータなどで構成さ
れる労働組合であり、フィルム映画のみや
テレビのみ出演する場合には組合費が安い）

メンバーによるストライキ風景である。
図 2はロサンゼルス地区の労働組合が
WGAへの連帯を表明した集会の風景であ
る。

表 2 は、WGA が 要 求 す る 賃 上 げ が
AMPTP主要各社のコンテンツ制作コスト
に与える影響の根拠となっている表である。
　各社のAnnual Costは平均製作費（100
万ドル単位）で、Annual Revenuesは各
社の映像コンテンツ売上（10億ドル単位）
であり、Cost% of RevenuesはWGAが
算出した今回の賃上げ要求が売上に占める
割合である。

図 3は、ロサンゼルス地区でのフィルム
ロケーション窓口を受け持っているFilmL 
Inc. によるロサンゼルス地区での現場撮影
件数の推移である。2023年1月は週間撮
影件数が100件未満となる異常事態であっ
たが、その後は徐々に持ち直した傾向であっ
たが、5月以降のWGAのストライキによ
ち新規脚本による撮影がなくなり現場撮影
は減少の一途となっている。

図3 ロサンゼルス地区での撮影件数動向

図1　SAG - AFTRAの連携ストライキ
引用元：ScreenDaily 2023/08/22 ジェレミー・ケイ

図2 WGAストライキへの連帯を呼びかける労組集会
引用元 Screen Daily 2023年8月24日 デビット・シングルトン

図3 ロサンゼルス地区での撮影件数動向
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